
（R3年～ ）

基盤整備

【北海道北見市】

【生産者の声】

【取組地域の概要】

基

盤

生

産

現

場

○位置
北海道 北見市常呂町

○主要作物

・小麦、甜菜、馬鈴薯、玉ねぎ、小豆等

○主な支援施策

・国営直轄明渠排水事業

・道営畑地帯総合整備事業

農作業時間の短縮や農業経営の安定化

一元的な選別・集出荷と高付加価値化

高収益作物 生産開始 農家所得の向上

【整備前】

ところピンクにんにく生産者の山内さん

開拓時代を支えた「ところピンクにんにく」の生産開始

○排水性の悪い土壌が広く分布している
ため、高収益作物の作付拡大や効率的
な営農に必要な大型機械の導入に支障
となっていた。
○また、保水性に乏しい土壌でもあるため、
作物の収量・品質に影響を与えていた。

○暗渠排水の実施により、湛水被害等が解消され大型
機械による効率的な営農が展開。
○さらに、保水性改善を目的とした客土の実施により
安定した作物の高品質化を実現。

○基盤整備により農作業時間短縮が
可能となり、新たに「ところピンクにん
にく」の生産を開始。
○「ところピンクにんにく」は、開拓以来
栽培し続けた在来種。収穫直後は、
外皮が薄い綺麗なピンク色。

○基盤整備を契機に、高収益作物「ところピンクにんにく」
を導入し、農家所得が向上。
○2022年3月「ところピンクにんにく」は、地理的表示（GI）
保護制度の登録を受け
ブランド化を推進。

【出典：常呂町農協】

（湛水状況）

（湛水状況）

生

産

現

場 先人たちの歴史を次世代へ継承

地

域
の

取

組 ○「農業体験学習」として地元の中学
生を受け入れ、地域の産業と農産物
を知ってもらう取組を毎年行っている。
○生産者への質問時間を設け、有意
義な学習となっている。

○ＪＡは「カメラ計測による規格選別」を
導入し、徹底した品質管理を図り一元
的な集出荷を実現。
○高付加価値化の取組みとして、焼肉
にも使用できる「ましまし万能ばかタレ」
等を販売（ＪＡ）。

（暗渠排水工事状況）

（ところピンクにんにく作付状況）

（収穫した「ところピンクにんにく」）

（客土工事状況）

ところピンクにんにく
販売額（百万円）

きたみし

降雨後数日で作業が可能
となったことや収穫作業
等で農作業時間が短縮出
来ていることに基盤整備
の効果を感じている。

常呂第２岐阜地区 他
ところ ぎふ

ところピンクにんにく
平均反収益（千円/10a）

ブランド化推進等により生産物単価
が上昇し収益向上。

１．６倍

２．４倍



生産者の写真

763

1,047

約1.4倍

○生産者の女性が組織するJA女性部の取組から始まった
「おこっぺアイス」はJAがブランドを引き継いで直売店やイ
ンターネットで商品を販売。

（R3年～R6年)

基盤整備

【生産者の声】

【取組地域の概要】

地
域
の
取
組

基

盤

生

産

現

場

○位置
北海道 興部町

基盤整備による生産性の向上と営農作業の効率化を促進

乳製品のブランド化と６次産業化の取組

「豊かさとゆとり」の継続を目指す酪農経営の確立

北海道

興運地区 他

【整備前】
○草地の不陸や排水不良のため、生産性及
び作業性の低下

担
い
手

○草地整備改良や暗渠排水の実施により、凹凸や湿害が
解消され牧草単収向上。
○排水改善により、大型機械を活用するコントラククターの
導入が可能となり、営農作業の効率化、省力化が実現。

営農支援システムの活用

○営農作業の効率化や外部委託化の推進により労働負担
が軽減し、経営規模拡大が可能に。

○ＴＭＲセンターによる飼料生産
から育成管理までの外部委託化。

自分達の作ったものを消費地に届ける～「モノづくりおこっぺ」の酪農経営 【北海道興部町】
おこっぺちょう

農業法人『(有)パインランドデーリィ』

○ＪＡ北オホーツク出資の「株式会
社Farm to‐mo」の稼働により全
国各地から集まる、就農希望者
へ充実した研修が可能。

○主要作物

・牧草 等

○主な支援施策

・畑地帯総合整備事業

・草地畜産基盤整備事業

○地域には多数の乳製品加工、
販売施設が存在し、ふるさと
納税の返礼品としても人気
を集めている。

現況草地の写真

○搾乳ロボットの導入による省力
化を実現。

100

130

こううん

Ｒ４年より多数の研修生受入。
興部町への新規就農者もあり。

（出典：興部町）

約1.3倍

大型機械による牧草収穫作業

（出典：パインランドデーリィ）

たくさんの美味しい乳製品を製造・販売できるの
は、良質な牧草を食べた牛のおかげです。

搾乳ロボット

○ギガファーム化（約2,000頭の牛を飼養）による生乳生産
量、生産額の増加や加工品の開発、販売。

興部町の酪農研修牧場で就農支援



【北海道芽室町】

【生産者の声】

【取組地域の概要】

地
域
の
取
組

基

盤

生

産

現

場○位置
北海道 芽室町

○主要作物
・小麦、馬鈴しょ、てん菜、大豆、

ながいも、たまねぎ、スイートコーン 等

○主な支援施策
・道営畑地帯総合整備事業

・畑作等促進整備事業

スイートコーン生産を支える

スイートコーンの町から

スイートコーンの現場から スイートコーンを核とした地域の活性化

【整備前】
○排水不良や畑の不陸など、畑作物
の生育に支障暗渠排水や不陸修正など

の基盤整備によって、

○スイートコーン畑を活用し、洋画のワンシーンを模した
「コーン球場」が話題に。
○真空予冷機を用い収穫後24時間
以内に空輸する取組等が評価さ
れ、「芽室町生食ｽｲｰﾄｺｰﾝ生産組
合」が「日本農業賞」優秀賞受賞。

担

い
手

スイートコーンの農家から

○「極上のコーン朝活！日本一のとうもろこしかぶりつきツアー」

という、スイートコーン日本一を生
かした観光商品の誕生。
○町長自ら、スイートコーンによる
地域ブランディングを宣言。「ｼﾃｨ
ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝｱﾜｰﾄﾞ」優秀賞受賞。

○事業実施地区のほとんどで、
担い手への農地集積率100％
○整備した暗渠配線データをトラ
クターマシンガイダンスに搭載。
心土破砕などの営農作業が効
率的に。

○ふるさと納税額が増加。また、芽室町の

ｽｲｰﾄｺｰﾝが全国野菜部門ランキング１位。

○人口動態において、社会増（転入超過）

私たちは全力でスイートコーンを推します！

スイートコーンを生産する坂東さん

（写真：コーン球場(芽室町提供)）

（スイートコーン収穫体験）

（写真：かぶりつきツアーの様子(芽室町提供)）

めむろちょう

（Ｈ29年～）

基盤整備○畑作4品目にスイート
コーンを加えた輪作体系
の確立

○営農作業も容易に

○品質、生産量が安定

北海道

芽室北第２地区 他

（写真：トラクタ内の画面の様子）
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（新聞記事R6.4.3）

スイートコーンやバレイショなど、
畑作物の生産には、暗渠排水などの
基盤整備は重要です。

基盤整備に支えられたｽｲｰﾄｺｰﾝによって町の魅力が向
上し、ふるさと納税の増加や社会増などの効果が発生。

めむろきただい



基盤整備

「日本一の豆の町」での農業経営基盤強化の取り組み

【生産者の声】

【取組地域の概要】

地
域
の
取
組

基

盤

生
産
現
場

○位置
北海道 本別町

○主要作物

・小麦、豆類、馬鈴しょ、てん菜 等

○主な支援施策

・国営明渠排水事業

・道営畑地帯総合整備事業

主要作物の安定生産による経営規模拡大

省力化への取り組み 所得向上による経営基盤の強化

北海道

本別２地区 他
ほんべつ

【整備前】

【北海道本別町】
ほんべつちょう

○ 暗渠排水による排水性の改善により、冷湿害発生時の収量低
下を緩和。また併せ行う不陸修正等により、大型作業機械の
導入が可能となり、営農効率が向上したことから、経営規模
の拡大が進んでいる。

豆を活用した地域経済の活性化

【出典：本別町の農林業(本別町農林課）、ＪＡ本別から聴き取り】

○ 本別町は良質な豆産地として
高い評価を受けながら、冷湿
害発生時の収量低下が課題

担
い
手

第三者継承の取り組みによる新規就農者の支援

○ 平成29年に「本別町農業担い手育成センター」を設立し、経営移
譲を希望する生産者と新規就農希望者のマッチングを進め、令和
４年度までに３件の第三者継承、10件の農業体験を実現

（H23 年 ～

○ 本別産の豆を町内外にＰＲするため、商工会を先
頭に地域節分イベント「豆まかナイト」を開催。

○ 地元高校生らが自ら運営・企画する「お豆音楽
祭」では、道内外の有名アーティストが参加。

○ 本別町産の豆に対する市場評価の高さを活かし、
ふるさと納税返礼品としても活用。

豆まかナイト

湿害状況

○ コントラクタ事業（株式会社アグリマネジ
メント十勝：H28設立）による収穫作業の
受託を開始。豆類収穫の約１割を担当。

○ 豆類生産に欠かせない輪作体系の維持のた
め、労働負担の大きい甜菜は直播栽培への
移行を進め、作付面積の約９割が移行。

○ スマート農機の導入を進め、ＲＴＫネット
ワーク利用者数は農家戸数の約６割に到達。

豆類の収穫

ほ場の水はけが
良くなったと実感
してます。
滞水が原因で作
物が枯死してしま
うことが無くなり
ました！

生産者のYさん

○ 基盤整備により、主要作物の安定生産が
可能となったことに加え、営農効率の向
上により経営規模が拡大。

○ 労働負担解消の取り組みにより、さらな
る営農効率の向上を実現。

○ こうした取組が農業所得の向上へつな
がっており、規模拡大への意欲が高く保
たれている。（54％の農業者が更なる規
模拡大を志向：町農業基本構想調査）



自動操舵システム

（H28年～R7年）

基盤整備

【北海道更別村】

【生産者の声】

【取組地域の概要】

地
域
の
取
組

基

盤

生

産

現

場

○位置
北海道 更別村

○主要作物
・小麦、てん菜、馬鈴しょ、豆類等

○主な支援施策
・国営かんがい排水事業

・道営畑地帯総合整備事業

基盤整備による作業効率向上と労働時間の削減

更別ブランドで地域の活性化

ドローンやAIを活用したスマート農業を導入
スマート農業導入による地域への効果

北海道

更別第２地区 他

道の駅で積極的な販売

○生産高日本一のインゲン豆を使用し
た「更別パン」や「豆ジャム」を開発。
また、ふるさと納税返礼品として販路
拡大し地域の活性化。

○AIを活用したスマート農業の農業体験
の他、首都圏の修学旅行生を受け入
れや収穫祭を開催。

○労働時間の削減を契機として、
道の駅内の「土日新鮮野菜市場」で
農家のお母さんが新鮮な産直野菜
を積極的に販売。地元だけではなく
遠方のリピーターもあり販売額も増加。

受益者 梶さん

世界トップレベルのスマート農業の導入と地域ブランドによる生産拡大

無人トラクター実証試験

ドローンによる農薬散布や播種

○大区画ほ場でGPS自動操舵トラクター
やドローンを活用し、作業負担の軽減。
農繁期の長時間労働が減り、更別村
の課題である休めない農業が改善。

○ほ場の段差及び傾斜による営農作業の分断の解消などを行った
ことにより、作業効率の向上と労働時間の削減となった。

大きくなったほ場で
作業時間が大幅に減り
家族との余暇時間が増
えました。

【整備前】

ほ場間の段差による営農作業の分断

【整備後】

○スマート農業導入し、労働環境向上の効果により、新たに農業
へ挑戦する人材の受入れが進んだ結果、新規就農者の増加。

○また､作業時間の削減効果により､家族の余暇時間が増え家族
の絆が深まり家族経営の安定に繋がった。
○更に、子供への農家の働き方イメージが良くなり､担い手不足に
歯止めをかけ､人口の減少にも繋がる。

更別村が推進するデジタル技術とスマート農業を活用した地域活性化構想

・更別村では既にEU並みの大規模農業を実現。
・ロボットトラクタ等による無人化農業に挑戦中。

～更別村 SUPER VILLAGE 構想～

担

い
手

さらべつむら

さらべつだい

○地域のIT企業と連携し、デジタル技術を活用して、「趣味系サービス」、「健康系
サービス」、「医療系サービス」の3つのサービスを提供。
○また、オンラインによる行政サービスの利用、村内の移動サービスや無料スマホ貸
出サービスなどを備えた「デジタル公民館」を整備するとともに、デジタル基盤を農
業にも活用し、スマート農業の実現を同時に図っている。



生産性の向上と経営の多角化による酪農経営の安定化

〇６次化の取り組みとして町内で生産
された牛乳や牛肉を使用し、アイス
クリームやソーセージを製造している。ふるさと納税でも人気
が高く、全国的に認知度が高まっている。

【取組地域の概要】

【生産者の声】

生

産

現

場

基

盤

地
域
の
取
組

草地整備による効率的な高位生産性草地への転換

農業生産性の向上とブランド化 生乳生産量増加と品質向上による経営の安定

新たな地域特産品創出の取組

〇町では新たな地域特産品の掘り起こし
と地域ブランド化を目的として、町産生
乳100%のチーズの製造を開始した。

〇急傾斜・しゅう曲や起伏、
地表水の滞水などにより、
粗飼料の生産性が悪化、
農作業機械の作業性の低下

〇草地整備改良や暗渠排水を実施す
ることにより大型機械化体系に対応
した生産性の高い草地に転換。
粗飼料の増加につながっている。

担
い
手

新規就農の取り組み

【弟子屈チーズ工房】

〇弟子屈町農業担い手育成センターにおいて

新規就農者の受入やサポート。

○位置
北海道 弟子屈町

○主要作物

・牧草、デントコーン 等

○主な支援施策

・道営畑地帯総合整備事業

・道営農免農道整備事業

・道営中山間総合整備事業

・道営草地畜産基盤整備事業

・多面的機能支払交付金

てしかがちょう

〇近年農家戸数は減少してきているが、戸あたりの
規模拡大や草地整備改良の取組により、地域全体
として安定経営につながっている。

〇草地の起伏修正の実施により大型機械

の導入が可能となり、生産性の向上と高

位生産草地の創出が実現。

558 
819 

0

500

1,000

Ｈ２４年度 Ｒ４年度

１戸当たりの平均生産乳量（ｔ）

261t増

49.9
54.6

40

50

60

Ｈ２４年度 Ｒ４年度

生乳販売額（億）

基盤整備

H30新規就農されたＭさんファミリー

4.7億増

大型機械による収穫

基盤整備により、
採草地の質が向上、
良質なエサで牛を
育てることができ
ています。牛乳は
もちろん、良質な
牛乳で作るアイス
などの加工食品に
もチャレンジする
ことが出来ました。

（R3年～ ）

〇実績 R3年度～R5年度 新規就農3名

〇JAは担い手育成センターと連携し、酪農体験や酪農実習

の受入。酪農の魅力を多くの方に知ってもらうための活動

に注力。

〇草地の質が向上することで安定的な採草が実現でき、乳牛

に加えて、肉用牛の生産に取り組む酪農家が増えている。

「摩周和牛」のブランド化、６次化にも取り組んでいる。

ブランド化が進むことでふるさと納税も増加している。
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北海道

【整備前】

弟子屈地区 他
てしかが

【北海道弟子屈町】



（H30年～R8年）

改修

なかしべつちょう

【北海道中標津町】

【工夫のポイント】

【取組地域の概要】

地
域
の
取
組

基

盤

○位置

○主要作物
・牧草、デントコーン 等

○主な支援施策
・道営畑地帯総合整備事業

営農用水施設の老朽化対策・耐震強化

広域・多数施設の計画的な改修

９割が断水となった平成６年震災 大規模地震 高まる発生確率
30年以内に根室沖90％

【整備前】
○管路の老朽化により漏水が頻発。
○機械、電気設備の老朽化により監視システム
から配水施設に至る伝達・表示機能等に動作
不良が発生。

○迅速かつ的確な復旧が行える体制を監視システム
等により確立。

耐震化による営農用水の安定供給

北海道

西竹地区

北海道 中標津町

○中標津町では、安全で持続可能な水道の実

現に向けて、将来の方向性を示す「中標津町

水道事業ビジョン」を策定。

○このビジョンに基づき、突発的に発生する事

故や地震等、自然災害に対応するとともに、

老朽化により漏水が発生している管路や、動

作不良が起きている機械設備・電気計装を計

画的に改修し、営農用水の安定供給を図る。

○（町職員の声）大規模地震の発生が高まる

中、道営事業を活用することにより、営農用水

施設等の耐震化を計画的に進めている。

監視システム

耐震管へ改修

漏水状況

○管路の老朽化対策や耐震化により、漏水事
故の発生を抑制。
○遠方監視の導入など監視システムの改修に
より、少人数の職員で維持管理が実現。

○広域市町村（20事業体、80名の水道関係者）
が集結した災害訓練に子供達が参加する
ことにより、断水対応の連携及び継承。

○マグニチュード８．２北海道東方沖地震が発生
した本地域は、ライフラインの重要性を認識。

腐食したバルブ新設バルブ

○広大（328㎢）な給水
区域に営農用水施設
が多数点在する中、
計画的に改修工事を
実施し、安定した給水
を維持。

出典根拠：
『中標津町水道ビジョンR7～R16』

事故発生箇所をピンポイント
で特定し、迅速に対応

事故

水道協会主催訓練

応急給水訓練

○北海道東部の根室沖を震源
とする大規模地震の発生割
合が30年以内に90%程度と
なっており、施設の耐震化が
必要。

大規模地震に備えた耐震化

○営農用水施設等の耐震化の推進により、近い将来
発生が予想される「根室沖の大規模地震」において
も営農用水の安定供給を確保する。

中標津町

高密度ポリエチレン管
（配水管）

にしたけ



【お問い合わせ先】
北海道農政部農村振興局農村設計課
〒060-8588 札幌市中央区北３条西６丁目
ＴＥＬ ：011-231-4111 （内線27-864）
FAX ：011-232-0027


